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はじめに：従来、無線機は通信方式ごとに個別な回路を使用しなければならない。そのため、多種多様な通

信方式に対応する無線機は複雑になり、消費電力も増大する。この問題を解決するためマルチバンド・マル

チスタンダードのソフトウェア無線技術が注目されている。ソフトウェア無線を実現するためのひとつの提

案として 2004 年に TI(Texas Instrument)から発表された MTDSM(Multi-Tap Direct Sampling Mixer)がある

[1]。しかし提案された MTDSM は受動素子のみを用いているためゲインロスがあり、フィルタの次数が限ら

れるという問題がある。そこで、ゲインおよび高次のフィルタ特性が得られるアクティブ方式を検討した。 

図 1．サンプリングミキサの周波数特性 実 験：Switched Capacitor Filter(SCF)技術を用いてサンプリングミキサを設計し、さらに 1/f ノイズの

影響を抑える方式を考察した(図 1)。本提案回路をサンプリング周波数 400MHz、信号帯域 430KHz として設

計し、性能を評価した。 

結 果： 通過帯域近傍の周波数特性のシミュレーション結果と測定結果はほぼ一致することを確認した

(図 2)。また、ゲインは 33.34dB で、隣接妨害波 3MHz と仮定したとき、信号に対し 27.3dB の減衰量が得ら

れた。 
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図 2．通過帯域近傍の周波数特性 


